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このガイドでは、HashiCorp Terraform の使用時に標準リソースでは対処できない DevOps セット
アップタスクを 1 回だけ処理するための自動ソリューションを提供します AWS。AWS Batch ジョ
ブ定義のリビジョン管理と Amazon Bedrock エージェントデプロイの 2 つのユースケースについて
説明します。

このガイドでは、Terraform で null リソースやその他の主要コンポーネントを使用して、イン
フラストラクチャの自動化を従来のリソースの境界を超えて拡張する方法について説明しま
す。terraform_data タイプを使用すると、カスタムスクリプトの挿入、リモートコマンドの実
行、複雑なデプロイシナリオのオーケストレーションを行うことができます。null リソースを実装
することで、独自の運用上の課題に対応する適応型インフラストラクチャを作成できます。このソ
リューションは、手動による介入から、DevOps プロセスを簡素化するプログラム可能なインフラス
トラクチャへの移行に役立ちます。

Terraform について

Terraform はHashiCorp の一般的なInfrastructure as Code (IaC) ツールです。ユーザーは、人間が読
める設定ファイルを使用してクラウドおよびオンプレミスのインフラストラクチャを定義および管理
できます。IaC ツールである Terraform は、インフラストラクチャの手動プロビジョニングと管理の
問題を解決します。これは、時間がかかり、エラーが発生しやすく、レプリケートが難しい場合があ
ります。インフラストラクチャ設定は、YAML や HashiCorp 設定言語 (HCL) などの宣言言語で記述
し、Terraform を使用して対応するインフラストラクチャリソースを作成および管理できます。

AWS は、 CloudFormation サービスでネイティブ IaC 機能を提供します。一部の組織では、特にハ
イブリッドクラウドとオンプレミスのリソース管理のニーズがある場合に、Terraform を使用してイ
ンフラストラクチャを管理します。

ターゲットを絞ったビジネス成果

このガイドで説明されているソリューションを使用してインフラストラクチャを定義および管理する
と、次の利点があります。

Terraform について 1
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• エンタープライズ投資の保護: Terraform の terraform_dataタイプは、標準リソースが不十分な
場合に、クラウドインフラストラクチャで従来のエンタープライズシステムを拡張します。クラウ
ド移行中のビジネス継続性を維持するために、カスタムスクリプト、コマンド、プロセスを実行
します。標準のクラウド設定とは異なるコンプライアンス要件を満たしながら、既存のツールと
ワークフローを DevOps プロセスに統合できます。これにより、特定のポリシーを適用し、従来
の Terraform リソースが提供できる以上の特別なアクションを実行できます。

• ビジネスの俊敏性: Terraform のモジュラーアーキテクチャは、カスタムプロビジョナーを使用し
て複雑なデプロイとシステム統合をサポートします。チームは、公式プロバイダーのサポートを待
つことなく、独自の技術的課題に対するソリューションを構築できます。この機能は、以下に役立
ちます。

• レガシーシステムとクラウドシステムの混合環境を管理します。

• 新しいインフラストラクチャパターンの迅速なプロトタイプを実装します。

• 変化するビジネス要件に迅速に適応します。

• 継続的なデジタルトランスフォーメーションの取り組みをサポートします。

• ビジネス継続性: カスタムプロビジョナーと null リソースを使用して、次の方法でインフラストラ
クチャオペレーションを自動化できます。

• デプロイワークフローの手動介入を排除します。

• プロセスのヒューマンエラーを減らす。

• 最小限のダウンタイムでシステム更新をオーケストレーションします。

• インフラストラクチャの変更中に中断のない事業運営を維持する。

ターゲットを絞ったビジネス成果 2
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ユースケースの例
このガイドでは、Terraform の制限を回避するための 2 つのユースケースの例について説明します 
AWS。

• Terraform を使用してAWS Batch ジョブ定義のリビジョンを管理する

• Terraform を使用して Amazon Bedrock エージェントをデプロイする際の課題に対処する

AWS Batch ジョブ定義のリビジョンの管理
この例では、 AWS Batch サービスを使用し、IaC ツールとして Terraform を使用してバッチジョブ
をデプロイすることを前提としています。

Challenge

AWS Batch は更新ごとにジョブ定義の新しいリビジョンを作成し、時間の経過とともにリビジョン
が蓄積されます。これにより、リソース管理が複雑になり、特にジョブ定義が頻繁に更新され、ダウ
ンストリームリソースが最新バージョンへの正確な参照を必要とするエンタープライズ環境では、ど
のリビジョンが最新であるかが混乱する可能性があります。

ソリューション

次の Terraform コードは、いくつかの主要なコンポーネントを使用して AWS Batch リビジョン管理
に対処します。

resource "terraform_data" "batch_job_definition_cleanup" { 
  triggers_replace = { 
    always_run = timestamp() 
  } 

  provisioner "local-exec" { 
    command = "..."  # AWS CLI commands to list and de-register older revisions 
  }
}

このコードでは:

• terraform_data は、Terraform オペレーション中にプロlocal-execビジョナーと組み合わせ
てコマンドを実行します AWS Command Line Interface (AWS CLI)。

AWS Batch ジョブ定義のリビジョンの管理 3
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• タイムスタンプトリガーは、すべてのterraform applyコマンドがクリーンアップスクリプトを
実行するようにします。

• AWS CLI 統合は、すべてのアクティブなジョブ定義リビジョン AWS Batch をクエリし、古いリ
ビジョンの登録を解除します。

• コマンドセクションにカスタム保持設定を追加して、保存する最近のリビジョンの数を指定できま
す。

利点

• 管理の簡素化: ジョブ定義に古いリビジョンが蓄積されるのを防ぎます。

• 明確な参照: ジョブ定義の最新バージョンへの正確なポインタを維持します。

• リソースの最適化: AWS Batch 環境内の乱雑さを軽減します。

• 自動化: 既存の Terraform ワークフローとクリーンに統合します。

このアプローチは、IaC のベストプラクティスを維持しながら、Terraform の拡張機能がプロバイ
ダーの制限を克服する方法を示しています。このソリューションは、動的なリソース検出と管理が必
要な同様のシナリオのテンプレートとして使用できます。

Amazon Bedrock エージェントのデプロイ

この例では、Amazon Bedrock エージェントをデプロイして DevOps タスクを自動化し、IaC ツール
として Terraform を使用することを前提としています。

Challenge

Amazon Bedrock エージェントをデプロイするには、以下の技術的課題をもたらす堅牢な自動化され
たワークフローが必要です。

• エージェントの準備を完了する

• 検証済み準備状況の状態

• 手動介入なし

• 一貫したインフラストラクチャのデプロイ

利点 4



AWS 規範ガイダンス での Terraform データソースの制限を回避する AWS

ソリューション

次の Terraform コードは、Amazon Bedrock エージェントの準備に対処するためにいくつかの主要な
コンポーネントを使用します。

resource "terraform_data" "prepare_agent" { 
  triggers_replace = { 
    agent_state = sha256(jsonencode(aws_bedrockagent_agent.example)) 
  } 

  provisioner "local-exec" { 
    command = "aws bedrock-agent prepare-agent --agent-id 
 ${aws_bedrockagent_agent.example.agent_id}" 
  }
}

resource "time_sleep" "prepare_agent_sleep" { 
  create_duration = "5s" 

  lifecycle { 
    replace_triggered_by = [terraform_data.prepare_agent] 
  }
}

このコードでは:

• terraform_data はプロlocal-execビジョナーと組み合わせて、Terraform オペレーション中
に AWS CLI コマンドを実行します。terraform_data という名前の prepare_agentは、プロ
ビジョナーの AWS CLI コマンドlocal-execを使用してエージェントを準備します。これによ
り、コンソールや AWS CLI コマンドで手動による介入が不要になります。

• エージェントトリガーは、リソースの作成がaws_bedrockagent_agentリソースの完了後にの
み開始されるようにします。

• time_sleep は、シームレスなオペレーションを確保するための遅延を実装します。

Amazon Bedrock エージェントのこのシンプルなデプロイ戦略は、エージェントが準備状態になる間
に 5 秒間スリープする初期化プロセスを確立します。

エージェントの作成後に条件が満たされるまでの待機時間 (10 秒など) を導入することで、このソ
リューションを強化できます。エージェントの完全な準備を目的とした包括的なステータス検証メカ
ニズムを実装することで、このソリューションをさらに拡張できます。たとえば、ステータスチェッ

ソリューション 5
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クを実装して、早期エイリアスの生成を防ぎ、潜在的な API 障害を軽減できます。最大待機時間と
詳細なエラー追跡が明確に定義されたアダプティブ再試行メカニズムは、障害のトラブルシューティ
ングに役立ちます。重要な考慮事項には、一貫したデプロイプロセスの維持、インフラストラクチャ
の自動セットアップのサポート、透過的な進行状況のモニタリングの提供などがあります。

ソリューション 6
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ベストプラクティス
Terraform を使用して DevOps タスクを自動化する場合は、以下のガイドラインに従ってください 
AWS。

すべきこと：

• カスタムスクリプトとプロビジョナーterraform_dataに を使用します。

• トリガーを使用してリソースの再作成を制御します。

• 複雑なセットアップタスク用のプロlocal-execビジョナーを実装します。

• 明示的な依存関係管理depends_onには を使用します。

• べき等操作のストア状態。

• スクリプトに適切なエラー処理を実装します。

• セキュリティのために入力を検証してサニタイズします。

• トラブルシューティング用のログ出力。

• リモート実行には接続ブロックを使用します。

• で機能を実装する場合はterraform_data、一時的なソリューションと見なしてください。プロ
バイダーがこの機能のネイティブサポートを追加しているかどうかを定期的に確認します。プロ
バイダーがterraform_data実装にネイティブ機能を導入したら、プロバイダーの公式ソリュー
ションに切り替えます。

注意：

• をプライマリリソース管理ツールterraform_dataとして過度に使用しないでください。

• 機密情報をスクリプトに直接保存することは避けてください。

• プロビジョナーのエラー処理を無視しないでください。

• 複雑で長時間実行されるスクリプトは避けてください。複数の責任と過度に複雑なワークフローを
持つ null リソースを作成しないでください。

• 不要な依存関係を作成しないでください。状態管理の原則に従い、コードに必要なトリガー
とdepends_on条件のみを追加します。

• コアインフラストラクチャ管理terraform_dataに を使用しないでください。標準リソース管理
をカスタムリソースに置き換えないでください。

• 認証情報や機密データをハードコードしないでください。

7
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• セキュリティのベストプラクティスを無視しないでください。

• 入力検証をスキップしないでください。

8
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リソース
Terraform リファレンス:

• HashiCorp Well-Architected フレームワーク

• terraform_data マネージドリソースタイプ (Terraform 設定言語)

• リソースのないプロビジョニング (Terraform 設定言語)

• リソース: aws_bedrockagent_agent (Terraform レジストリ)

• データソース: aws_batch_job_definition (Terraform レジストリ)

AWS リソース:

• の IaC ツールとしての Terraform の選択 AWS クラウド (AWS 規範ガイダンス)

• Terraform の開始方法: AWS CDK および CloudFormation エキスパート向けガイダンス (AWS 規範
ガイダンス)
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

更新されたリファレンス Terraform の最新バージョ
ンに基づいてterraform 
_data 、null_reso 
urce 参照を に置き換えまし
た。

2025 年 5 月 31 日

初版発行 — 2025 年 4 月 21 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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